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研究成果の概要（和文）： 
「グローバル化時代における中下層アフリカ人の地球的移動と協力ネットワーク」 

現代社会において、グローバライゼーションを生きるのは、北側社会や特別なアフリカ人富

裕層だけではなく、「普通の」アフリカ人たちが、親族ネットワーク等を駆使して、地球を広く

縦横に生き抜いている姿が、本共同研究から析出された。その事実を基礎にした外交上の政策

立案が必用になってくることを、本共同研究は明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
“Global Imi/emigration and co-operative networks of popular middle-lower class Africans” 
 This research program could succeed in revealing that it is neither limited rich people of 
northern globe, Europe, US and Japan nor wealthy higher class of African societies, but 
ordinary popular citizens, or middle-lower class of African societies that got out of their 
African countries to all over the world including Japan as migrant or moving dynamic 
merchants living or staying in Japan or other economically developed countries with 
strong tactics or flexible networks spread in the world.. In terms of our research, 
diplomatic policy including Japan-Africa relations based on the strong recognition of these 
so many crucial facts proved by our research should be taken, as is our academic 
important fruit. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 10,200,000 円 3,060,000 円 13,260,000 円 

２００８年度 9,200,000 円 2,760,000 円 11,960,000 円 

２００９年度 7,600,000 円 2,280,000 円 9,880,000 円 

年度  

  年度  

総 計 27,000,000 円 8,100,000 円 35,100,000 円 

 
 
研究分野： 人文学  
科研費の分科・細目：文化人類学 文化人類学・民俗学 
キーワード：都市人類学、エスニシティ、アフリカ人、移民、共生 



 
１．研究開始当初の背景 
 
 この共同研究の前に、この共同研究の基礎
研究といえる、3 年間の｢来住アフリカ人の相
互扶助と日本人との共生に関する都市人類
学的研究｣という共同研究を推し進めてきて
いた。その研究成果を基礎として、来住アフ
リカ人と日本人との共生関係から発展させ、
日本社会における多民族共生を探る必要性
が強く生じてきていた。しかも、日本社会の
なかでは、今までのようなヨーロッパ人など
「先進国」とされる地域からの来住者だけで
はなく、歴史の古い交流のある東アジアだけ
でもなく、イラン人やブラジル・ペルー人な
ど、ニューカマーと称される新しい移民層が
日本に来住するようになってきていた。オー
ルドカマーとニューカマーが交錯した、日本
社会における新しい日本人－アフリカ人－
他民族という多民族関係を視野に入れた滞
日アフリカ人の生活動態をとらえる必要が
生じ、そこから多民族共生モデルを立ち上げ
る必要が生じていた、という社会背景をもつ。 
 
２．研究目的 

 
旧共同基礎研究から、日本にいるアフリカ

人の生活動態の概略がかなり掴めるように
なってきたが、アフリカのどの地域の何人が
どのように、日本で競争・共同して生活して
いるかという、その具体的で詳細な生活戦略
を明らかにすることを、まず第１の研究目的
とする。日本に滞在するアフリカ人の居住の
度合いにより、「来住」「在日」というより「滞
日」のアフリカ人の生活動態を捉える必要が
ある。これを第 2 の目的とする。その結果、
日本人－アフリカ人という 2者関係だけでな
く、日本における「多民族共生」をどう実現
していくかという政策的研究目的をも有す
るものである。そのアフリカ人というのも、
多国家、多宗教、多民族からなっており、そ
の違いにまで降りて、どのような多民族の交
流関係があるのかを、詳細に研究していくこ
とを第 3 の研究目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
滞日アフリカ人の生活動態を、日本の 3大

大都市圏（名古屋圏、京阪神、東京圏）で調
査・検証する。雇用機会のありうる商業施設
や工業施設が集中している日本の 3大大都市
圏で、滞日アフリカ人の日本への浸透の度合
いを調べていく。 

その滞日アフリカ人の居住実態や生活実

態をフィールドワークで明らかにしていく。
そのため、研究項目として、居住実態として、
都市名、出身国、母語、宗教的背景などを調
査する。また、生活実態として、就業、アル
バイト、収入、出費、母国への送金、アフリ
カ人同士の仲間関係、日本人との交流、結婚、
日本人妻の会の活動状況、日本 NGO の関わり
方、余暇の過ごし方等、を調査する。 
３大大都市圏での滞日アフリカ人の生活

状況の違いやその共通構造を明らかにして
いく。そのため、名古屋圏班、京阪神班、東
京圏班の 3グループを組織する（６研究組織、
参照）。 
国内調査のより詳細な調査項目としては、

①滞日アフリカ人の労働内容、②滞日アフリ
カ人の困窮と相互扶助、③滞日アフリカ人の
日本人との交流実態、④滞日アフリカ人と日
本ホスト社会の交流、⑤滞日アフリカ人日本
文化習熟度、⑥対日アフリカ人－他の外国人
－日本人の間のマルチプルな交流や諸関係、
ひいては、日本社会における多民族共生関係
を調査・検証する。 
海外調査では、滞日アフリカ人人口第 1位

のナイジェリア人の母村調査、滞日アフリカ
人人口第 2位のガーナ人の母村調査、英語圏
アフリカとフランス語圏アフリカと日本と
の交流比較もおこなう。同時に、東アフリカ
から日本への移民・移入と西アフリカから日
本への移民・移入との比較考察もおこなう。 

 
 
４．研究成果 
 
その結果、研究の内容面では、多くの発見、

成果が上がった。 
日本において宗教を核にしたアフリカ人

の共同の形も見えてきた。より具体的には、
モスクでのイスラームを中心とした生活共
同、キリスト教教会を核とした生活共同が明
らかになってきた。 
また同時に、どの都市においても、アフリ

カの同国人や同民族が集まるアフリカン・レ
ストランやアフリカン・コーヒーショップが
果たす情報交換や集会場機能が明らかにな
った。また、アフリカ－日本－アフリカとい
う往復関係で、日本－アフリカ関係を捉えて
いかなくてはならないことも明らかになっ
た。特に、ガーナに帰国した滞日アフリカ人
の日本人配偶者を含む家族のファミリー・ヒ
ストリーの収集は、グローバル時代のアフリ
カ人－日本人の自由な移動動態を示すもの
となった。それは、日本で中古自動車・パー
ツビジネスを展開する滞日アフリカ人の頻



繁なアフリカ－日本－アフリカの往来関係
によっても、裏付けられるものとなった。滞
日アフリカ人による中古自動車・パーツ業の
実態が詳細に明らかになった。カメルーン人
中古自動車ディーラーたちは、日本とカメル
ーンを行ったりきたりする。また同時に、世
界のいくつかの土地に家族を配置して、その
協力・連絡関係によって、滞日アフリカ人た
ちが、ビジネスや生存ネットワークを張って
いる実態を明らかにした。 

さらに、アフリカ内部の政治・経済・社会
状況との連関で、アフリカ人の滞日・在日生
活を考察する、深い研究成果も実ってきた。 
つまり、アフリカ内部の政治・経済・社会・
文化状況と日本と諸外国とをむすぶ複雑な
移動・移民実態が明らかになってきた。 

したがって、総じて、今やグローバライゼ
ーションを生きるのは、北側社会や特別なア
フリカ人富裕層だけではなく、「普通の」ア
フリカ人たちが、親族ネットワークを駆使し
て、地球を広く縦横に生き抜いている姿が、
本共同研究から析出された。その事実を基礎
にした外交上の政策立案が必用になってく
ることを、本共同研究は明らかにした。 

こうした発見を導いた研究成果は、以下の
発表論文等による。 
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